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第 5回活動 「自分のハンコをつくろう」家刻に挑戦 !

かたい石に、名前を彫れるのかな ?

彫刻刀は、安全につかえたかな ?

朱肉につけて、押して、

とったときは、どんな味でしたか ?

2018年 6月 23日 (土)午後 2時～ 4時
曇 りのち雨

3,交 通 :○現地集合

場 所 :○鹿浜五色桜小 図工室

参加者 :総数

内訳

15人
6家族 大 人  6

高 校  1
中学生  0
小学生  5
幼 児  1
スタッフ 2

6,活動の様子
*第一部 家刻に挑戦
○蒙亥1は、久しぶ りです。

2015年 6月 6日 (土)に、鹿浜西小で実施 してから3年ぶ りです。
「自分のハンコを持つのもいいもんだ」と、この機会を作 りました。一つ持

っていると、手紙を書いた後にぎゅっと押すと、なんだか手紙全体が うまく

なったような気がするから不思議です。

今 日の蒙刻は、第二部で使 う予定でした。

○講師 下村庸三様
のらえもんで、蒙刻を何回か教えていただきました。

家刻の作品を出品し、何度も賞をいただいている実力者です。

化石にも造詣が深く、「この化石は何万年前の○○○」と、すぐに応えてくれ

ます。理科の先生でしたので、子どもたいはいろいろお世話になっています。
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○大小いろいろな石を持ってきてくれました。「好きな石を選んでください !」

というのですから、太っ腹です。

石はNO, 600の 砂でみがいてありました。これをしておかないと、朱肉
がよくつかないとのことです。その面に、柔らかい鉛筆で名前の一つを家書

で書きました。その部分を彫るのか残すのかです。ほとんどの人は、彫る方

をえらびました。 30分もすると、だんだん出来上がってきました。

*第二部 色紙に自分の好きな言葉を書き、落款を押そ う
○今度は、茅を筆として墨汁をつけ、色紙に自分の好きな言葉を書いていきま

した。 日にちを入れ、自分の名前を書いて、いよいよ今 日作った蒙刻を使い

ます。落款です。講師の下村様に全体のバランスをみてもらってから押 しま

した。下村先生の落款も押してくれました。

○初めて参加 した内藤 さんのお母さんは、名前ではなく、なんと鯛の絵を彫 り

ました。「めでたいですネー」と、講師の下村様は絶賛です !

○出来上がった色紙を持って、みんないい顔で、記念写真におさまりました。

7,親と子の、いきいき感想
○ はじめて、てんこくづくりをして、たのしかつたけど、石をけずるとき、

力が必要で、たいへんでした。

てんこくは めんどくさい たいへんだ
ガヽ 4

03年 ぶ りのてんこく、
3年前より、簡単にしました。
努力は 報われるはず 必ずね

高 2

母

0お 日さまのはんこを作 りました。
上手にできました。

しきしも、上手にできました。

こんどやるときは、ちがう形のはんこを作 りたいです。

小 5

0今 日てんこくをして、こまかいところが大変でしたが、うまくできてうれ し
いしたのしかつたです。

てんこくは やったらいがいと うまくいく
月ヽ 6

○ たのしかった、おすのが。

はんこうは たのしかったな おすのは
4ヽ 4

2

○ おすのが たのしかった。
幼稚園年長


